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令和３年度 全国社会就労センター総合研究大会
（北海道大会）開 催 要 綱

本年４月に、令和３年度障害福祉サービス等報酬改定が実施され、社会就労センターでは、新たな報酬体系の下、
利用者支援を進めています。また、本会では、５月の協議員総会にて、『SELP Vision 2030』を決定し、2030
年を見据えた取り組みを進めることとしています。

現在、我が国では、団塊ジュニア世代が 65 歳以上となる 2040 年に向けて、少子高齢化や人口減少などの社
会構造の変化、地域社会の変容などが進んでいます。今後は、一人ひとりが個性と多様性を尊重され、家庭、地域、
職場で能力を発揮し、生きがいを感じることができる社会の実現が目指されています。また、気候変動や災害、格
差など地球規模の課題に対し、国連の提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」への取り組みを通して、社会
全体に大きな変革・対応が求められています。

障害者の「働く・くらす」を支える社会就労センターは、そうした社会変化をいち早く捉え、持続可能な経営を
実現するため、職員・利用者の働き方・くらし方を見直すとともに、地域・利用者と協働し、地域の課題に取り組
み、共生社会を創る役割も期待されています。

今年度の総合研究大会は、時代や社会の変容を視野に入れ、『SELP Vision 2030』が目指す社会就労センター
の役割を考えることを目的に開催します。

開催方法・配信期間

全 体 会 オンデマンド配信 
令和３年10月28日（木）～11月30日（火） （録画配信）

分 科 会  ライブ配信 プログラム参照

参 加 費  コロナ禍　特別価格

【全 体 会】 会　員 10,000 円／事業所 非会員 25,000 円／事業所

【分 科 会】 会員・非会員
共　通 5,000 円／名

〔参加費の考え方〕同一事業所（会員）から分科会に５名ご参加される場合
全体会：10,000 円／事業所＋分科会：5,000 円／名×５名＝ 35,000 円（ご請求額）

※ 参加申込にあたっては、全体会のお申込が必須となるため、分科会のお申込は全体会にお申込みいただい
た事業所のみ受け付けをさせていただきます（分科会のみのお申込はお受けいたしかねます）。

※ 分科会のお申込人数に応じて、大会の資料（冊子）一式をお送りします。
※ 行政や社協、都道府県セルプ協などの役職員、利用者およびそのご家族は会員扱いとします。
※ 参加申込と同時に、全国セルプ協に新規加入された場合、会員扱いとします。

社会福祉法人 全国社会福祉協議会 全国社会就労センター協議会
〔共催〕認定特定非営利活動法人 日本セルプセンター

社会福祉法人 北海道社会福祉協議会、北海道社会就労センター協議会　

厚生労働省、北海道、札幌市、社会福祉法人 札幌市社会福祉協議会、
公益財団法人 日本知的障害者福祉協会

趣　　旨

主　　催

後援（予定）

『SELP Vision 2030』が目指す社会就労センターの姿

～地域における社会就労センターの役割を考える～
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【全体会（オンデマンド配信）】
主催者挨拶
（10 分程度）

全国社会就労センター協議会　会長　阿由葉　　寛
日本セルプセンター　会長　髙江　智和理

全国社会福祉協議会　常務理事　金 井 正 人

行 政 説 明
（40 分程度）

「障害保健福祉施策の動向について」
厚生労働省 社会・援護局　障害保健福祉部　障害福祉課

基 調 報 告
（40 分程度）

「障害者就労支援の現状・課題とセルプ協の対応～ 2030 年を見据えて～」
全国社会就労センター協議会　会長　阿由葉　　寛

講　　 義
（60 分程度）

「ＳＤＧｓと地域共生社会の取り組み」
一般社団法人ＳＤＧｓ市民社会ネットワーク　

理事・事務局長　新田　英理子 氏
2015 年９月の国連総会で、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」（通称：持続

可能な開発目標（ＳＤＧｓ））が採択され、「誰一人取り残さない持続可能で多様性と包摂
性のある社会」の実現に向けて取り組みが進められています。ＳＤＧｓが採択された背景
やＳＤＧｓの理念・目標・ターゲットなどについて解説いただき、障害者、地域とともに
地域共生社会の実現に取り組む社会就労センターが、ＳＤＧｓを身近なこととしてとらえ、
共生社会の実現に向けた取り組みのヒントを学びます。

特 別 講 演
（60 分程度）

「地域で生きる、小さな取り組みから大きな成功へ」
十勝バス株式会社 代表取締役社長　野村　文吾 氏

地方路線バス会社として、全国で初めてお客さまの減少をストップさせ、増収増益をか
なえた十勝バス。お客さまの自宅を一軒一軒直接訪問、路線バスを利用して観光地をまわ
るバスパック商品の開発など、それまでの地方路線バス会社の常識を打ち破る施策を多数
実施し、お客さまの不安を解消することに努めた結果、増収増益を実現しました。

見事な復活劇の裏にあったお客さま満足度を高めるための地道な取り組みについて学び
ます。

【特別講演・講師略歴】

● 1963 年北海道帯広市生まれ。小樽商科大学卒業。
十勝バス株式会社　代表取締役社長

昭和 63 年国土計画株式会社（現西武ホールディングス）
入社ののち平成10年十勝バス入社。平成15年5月より現職。

1926 年創業以来「生活の安心を届ける」を企業理念に十勝
管内の市民の足として路線バスを核に都市間、定期観光バス事
業を展開。その他介護、学童保育、生活支援サービスなど地域
密着の事業を手掛ける。

70 年代以降の経営悪化により「不安解消」と「目的提案」
に取り組み積極的な商品開発で 2000 年代に業績を V 字回復。
利用者減少をストップさせ増収増益を成し遂げた全国初の地方
路線バス会社として新聞やテレビに取り上げられ大きな話題と
なる。現在、顧客のさらなる利便性向上のため公共交通ネット
ワーク“MaaS”事業に全力で取り組む。

帯広市商工会議所筆頭副会頭、北海道バス協会理事、十勝
地区バス協会会長、シーニックバイウエイトカプチ雄大空間代
表等公職多数。

　　　　　　　　　（※変更の可能性があります）　　　　　　　　　プログラム
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【分科会（ライブ配信／ Zoom を活用）】
分 科 会Ⅰ 事業種別部会等（企画運営 : 事業種別部会幹事会等）

グループ討議等を行う分科会です。詳細は、別添資料をご確認ください。お申込時に参
加する分科会を確定し、お知らせください。

分 科 会Ⅱ 課題別に実施する分科会（企画運営：調査・研究・研修委員会）

実践報告等を行う分科会です。分科会ルーム間の移動は自由ですが、人数把握のためお
申込時に参加予定の分科会をお知らせください。

分科会Ⅰ・Ⅱの開催日
　分科会Ⅰ・Ⅱについては、下記日時でライブ配信を行います。

日　時 分科会名

10 月 29 日（金）14 時～ 15 時 10 分 分科会Ⅱ ①～⑥共通

11 月 1 日（月）10 時～ 12 時

分科会Ⅰ

④就労移行支援事業部会

11 月 1 日（月）14 時～ 16 時 ⑥くらす（グループホーム）検討会

11 月 2 日（火）14 時～ 16 時 ②雇用事業部会

11 月 4 日（木）10 時～ 12 時 ③就労継続支援事業部会

11 月 5 日（金）10 時～ 12 時 ①生保・社会事業部会

11 月 5 日（金）14 時～ 16 時 ⑤生産活動・生活介護事業部会

希望分科会を選択

①	生保・社会事業部会
②	雇用事業部会
③	就労継続支援事業部会
④	就労移行支援事業部会
⑤	生産活動・生活介護事業部会
⑥	くらす（グループホーム）検討会

希望分科会を選択

①	障害当事者から学ぶ～事業所にアウトプットしよう～

②	地域特性を活かした施設外就労のカタチ	
～働く場は施設内だけじゃない　障害者の就労～

③	多角的経営視点～福祉施設による事業承継の実践～

④	離職予防！3	つのヒント～笑顔でつらさを乗りきるには～

⑤	地域における事業所の役割　　	
～地域から求められる施設を目指して～

⑥	進化する組織・チームを作るには
～若手・中堅職員による「福祉はつらいよ」座談会～
※分科会Ⅱ -⑥（日本セルプ士会企画）は、若手・中堅職員を対象とする分科
会です。
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お問い合せ先（営業時間　平日9：30～ 17：30）
参加申込に関すること

名鉄観光サービス㈱ＭＩＣＥセンター
（担当：北川、野口）

TEL:03-3595-1121 ／ FAX:03-3595-1119

研修会プログラムに関すること

全国社会就労センター協議会（セルプ協）
全国社会福祉協議会　高年・障害福祉部

事務局（担当：寺西、中川、薄井）
TEL:03-3581-6502　FAX:03-3581-2428

E-mail: selp@shakyo.or.jp

◆社会就労センター（就労支援事業所、障害者支援施設等）の役職員
　※若手・中堅職員もご参加いただける内容です。
◆都道府県・指定都市、市区町村の行政職員および社会福祉協議会役職員
◆社会就労センターを利用する本人およびご家族等

◆500名（定員になり次第締め切らせていただきます）

【参加申込】
◆参加申込希望者は、9月24日（金）までに申込受付 WEB サイトより、お申し込みください。

 ＜申込受付 URL ＞ https://www.mwt-mice.com/events/selp2021
※ お申込時に分科会Ⅰ、Ⅱのそれぞれのご希望を登録してください。
※ お申込受付は、「名鉄観光サービス㈱ＭＩＣＥセンター」が行います。

【参加費のお支払い】
◆お申込完了時に、ご登録いただいたメールアドレスに参加登録完了と参加費振込のご案内を送信い

たします。原則として、お申込日から１週間以内のお振込みをお願いいたします。
上記の期間によるお振込みが難しい場合は、「名鉄観光サービス㈱ＭＩＣＥセンター」にご連絡をお
願いいたします。

◆ご入金確認後、10 月21 日（木）を目途に視聴動画URL 等をご登録メールアドレス宛に送信いたし
ます。

【参加の訂正・取消について】
◆締切日９月 24 日（金）までの訂正・取消は参加者ご自身にて専用サイトで変更等の操作をしてく

ださい。
◆締切日以降の訂正・取消は、専用サイトのお問い合わせフォームからの送信、または「名鉄観光サー

ビス㈱ＭＩＣＥセンター」までご連絡ください。
（お電話での訂正・取消は致しかねますので、予めご了承ください）

◆ご入金後の参加取り消しについては参加費の返金はせず、資料一式の送付をもって代えさせていた
だきますので、予めご了承ください。

【情報保障】
◆情報保障については、全体会（オンデマンド配信）は「字幕対応」、分科会（ライブ配信）は「個別対応」

とさせていただきます。（ライブ配信で情報保障が必要な場合は、お早めにお知らせください）

（１） 専用サイトにてご登録いただいた個人情報につきましては、申込受付等委託業者（「名鉄観光サー
ビス㈱ＭＩＣＥセンター」）とセルプ協事務局で共同利用させていただきます。

（２） 参加者同士の交流に資するため、ご登録いただいた情報をもとに参加者名簿（都道府県名、参加
者氏名、施設・事業所名、施設・事業種別、役職名等）を作成し、参加者に配布するとともに、参加案
内・取りまとめ等のために各都道府県セルプ協事務局にも提供いたします。

対　　象

定　　員

参加申込等

9月24日（金）までに

個人情報の取扱い


